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ベ
ト
ナ
ム
を
見
つ
め
る
視
線

今
年
の
初
め
、
あ
る
新
聞
社
が
主
催
す
る

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
写
真
展
が
東
京
都
内
で
開

か
れ
た
。

残
念
な
が
ら
、
１
９
７
５
年
の
戦
争
終
結

後
は
外
国
の
報
道
陣
が
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
去
っ

た
た
め
、
展
示
さ
れ
た
写
真
も
同
年
４
月
30

日
の
サ
イ
ゴ
ン
「
解
放
」
で
終
わ
っ
て
お
り
、

あ
と
は
ド
イ
モ
イ
（
刷
新
）
路
線
下
の
活
気

に
満
ち
た
現
代
の
風
景
を
写
し
た
も
の
が
数

点
並
ん
で
い
る
だ
け
だ
っ
た
。

ベ
ト
ナ
ム
に
対
す
る
日
本
人
の
一
般
的
な

イ
メ
ー
ジ
は
、
75
年
ま
で
の
ベ
ト
ナ
ム
戦
争

の
悲
劇
と
、
86
年
以
後
の
ド
イ
モ
イ
路
線
下

の
経
済
発
展
の
ど
ち
ら
か
に
偏
る
き
ら
い
が

あ
る
。
右
記
の
写
真
展
は
そ
の
象
徴
だ
ろ
う
。

実
際
に
は
歴
史
は
連
続
し
て
い
る
の
だ
が
、

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
終
結
か
ら
ド
イ
モ
イ
ま
で
の

10
年
余
の
間
に
何
が
あ
っ
た
の
か
、
そ
も
そ

も
な
ぜ
ド
イ
モ
イ
が
始
ま
っ
た
の
か
、
そ
の

あ
た
り
の
事
情
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。

そ
の
間
が
空
白
な
た
め
、
ベ
ト
ナ
ム
は
米

軍
に
勝
っ
て
南
北
を
統
一
し
、
民
族
解
放
と

社
会
主
義
革
命
を
成
し
遂
げ
、
ソ
連
の
崩
壊

後
も
社
会
主
義
体
制
を
守
り
な
が
ら
成
功
し

て
い
る
国
と
い
う
印
象
さ
え
与
え
る
。

民
族
解
放
と
社
会
主
義
革
命

と
い
う
神
話

現
在
の
ベ
ト
ナ
ム
共
産
党
政
府
（
以
下

「
ハ
ノ
イ
指
導
部
」）
は
、
米
軍
を
追
い
出
し
、

南
部
を
「
解
放
」
し
た
勝
利
者
と
し
て
戦
争

を
終
え
た
。
し
か
し
、
よ
く
見
れ
ば
そ
の
軍

事
指
導
は
必
ず
し
も
優
れ
た
も
の
で
は
な
く
、

敵
側
と
は
桁
違
い
の
お
び
た
だ
し
い
犠
牲
者

を
出
し
て
い
る
。

そ
れ
は
、
祖
国
独
立
、
民
族
解
放
と
い
う

大
義
が
優
先
さ
れ
、
そ
の
た
め
に
個
人
が
命

を
犠
牲
に
す
る
こ
と
を
強
い
ら
れ
た
結
果
で

も
あ
る
。
戦
争
が
長
引
く
に
つ
れ
て
、
北
ベ

ト
ナ
ム
で
は
徴
兵
逃
れ
や
部
隊
か
ら
の
脱
走
、

兵
士
の
犯
罪
が
増
加
し
た
こ
と
も
明
ら
か
に

な
っ
て
い
る
。
「
戦
争
が
も
う
１
年
も
長
引

い
て
い
た
ら
、
北
ベ
ト
ナ
ム
軍
は
自
己
崩
壊

し
て
い
た
だ
ろ
う
」
と
評
価
す
る
歴
史
家
も

い
る
。
ベ
ト
ナ
ム
の
革
命
勢
力
は
、
戦
争
に

勝
っ
た
と
い
う
よ
り
も
、
ア
メ
リ
カ
が
あ
き

ら
め
て
引
き
下
が
る
ま
で
負
け
を
認
め
な
か

っ
た
と
い
う
ほ
う
が
正
確
だ
ろ
う
。

ア
メ
リ
カ
の
戦
争
政
策
に
反
対
し
た
日
本

人
の
多
く
は
、
米
軍
と
南
ベ
ト
ナ
ム
政
府
に

抵
抗
す
る
南
ベ
ト
ナ
ム
解
放
民
族
戦
線
に
共

感
を
寄
せ
た
が
、
戦
後
の
ハ
ノ
イ
指
導
部
は

解
放
戦
線
の
功
績
を
一
切
黙
殺
し
た
。
解
放

戦
線
が
中
心
と
な
っ
て
つ
く
っ
た
南
ベ
ト
ナ

ム
臨
時
革
命
政
府
は
、
中
立
の
南
ベ
ト
ナ
ム

が
一
定
期
間
存
在
し
、
南
北
の
対
話
に
よ
っ

て
統
一
に
至
る
と
い
う
青
写
真
を
描
い
て
い

た
が
、
実
際
は
北
が
南
を
武
力
制
圧
す
る
結

果
と
な
っ
た
。

多
く
の
日
本
人
の
視
線
は
、
そ
の
あ
た
り

の
事
実
を
素
通
り
し
て
、
「
ア
メ
リ
カ
の
侵

略
戦
争
の
犠
牲
に
な
っ
た
悲
劇
的
で
英
雄
的

な
ベ
ト
ナ
ム
」
だ
け
を
見
よ
う
と
す
る
。
そ

の
た
め
、
ベ
ト
ナ
ム
に
今
も
貧
し
い
人
々
が

多
い
の
は
「
ア
メ
リ
カ
の
侵
略
と
経
済
封
鎖

の
た
め
」
、
共
産
党
官
僚
の
汚
職
は
「
旧
南

ベ
ト
ナ
ム
の
資
本
主
義
の
悪
影
響
の
せ
い
」、

ベ
ト
ナ
ム
の
障
害
者
は
す
べ
て
「
米
軍
が
撒

い
た
枯
葉
剤
の
犠
牲
者
」
と
思
い
こ
ん
で
い

る
人
さ
え
い
る
。

ハ
ノ
イ
指
導
部
は
、
ア
メ
リ
カ
帝
国
主
義

に
勝
利
し
、
民
族
解
放
と
社
会
主
義
革
命
を

実
現
し
た
ベ
ト
ナ
ム
と
い
う
神
話
を
つ
く
り

「戦後」30年のベトナム
革命・解放神話とその再構築

中
な か

野
の

亜里
あ り

早稲田大学　非常勤講師
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上
げ
た
が
、
日
本
を
は
じ
め
諸
外
国
の
市
民

や
メ
デ
ィ
ア
も
、
そ
の
神
話
が
独
走
す
る
手

助
け
を
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

カ
ン
ボ
ジ
ア
進
攻
と
国
際
的
な
孤
立

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
終
結
後
の
ハ
ノ
イ
指
導
部

は
、
ベ
ト
ナ
ム
に
負
け
た
ア
メ
リ
カ
帝
国
主

義
は
グ
ロ
ー
バ
ル
な
レ
ベ
ル
で
も
衰
退
を
余

儀
な
く
さ
れ
、
社
会
主
義
に
有
利
な
時
代
が

到
来
し
た
と
認
識
し
た
。
そ
し
て
、
ベ
ト
ナ

ム
は
東
南
ア
ジ
ア
の
社
会
主
義
革
命
の
リ
ー

ダ
ー
で
あ
る
と
自
認
し
た
。
し
か
し
、
勝
者

と
し
て
の
自
負
は
内
外
政
策
で
さ
ま
ざ
ま
な

誤
算
を
生
み
、「
戦
後
」
の
ベ
ト
ナ
ム
に
本
当

の
戦
後
を
も
た
ら
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

外
交
面
で
の
つ
ま
ず
き
は
、
ま
ず
ア
メ
リ

カ
と
の
関
係
修
復
に
失
敗
し
た
こ
と
だ
っ
た
。

戦
争
が
終
わ
っ
た
ら
、
な
る
べ
く
早
く
講
和

条
約
を
結
ん
で
国
交
を
正
常
化
す
る
の
が
国

際
社
会
の
ル
ー
ル
だ
が
、
ハ
ノ
イ
指
導
部
は
ア

メ
リ
カ
が
ベ
ト
ナ
ム
の
戦
後
復
興
に
貢
献
す

る
の
は
当
然
と
い
う
態
度
で
対
米
交
渉
に
臨

み
、
そ
の
た
め
に
対
話
は
暗
礁
に
乗
り
上
げ
た
。

次
の
つ
ま
ず
き
は
、
中
国
と
の
関
係
悪
化

と
カ
ン
ボ
ジ
ア
進
攻
だ
っ
た
。
中
国
と
ベ
ト

ナ
ム
の
共
産
党
は
、
60
年
代
か
ら
革
命
の
イ

デ
オ
ロ
ギ
ー
を
め
ぐ
っ
て
対
立
し
て
い
た
。

北
京
指
導
部
は
、
自
国
の
南
に
統
一
さ
れ
た

強
力
な
ベ
ト
ナ
ム
が
成
立
し
、
そ
こ
に
ソ
連

が
影
響
力
を
拡
大
す
る
こ
と
を
警
戒
し
た
。

70
年
代
後
半
か
ら
、
中
国
は
カ
ン
ボ
ジ
ア

の
ポ
ル
・
ポ
ト
政
権
を
利
用
し
て
ベ
ト
ナ
ム

の
南
西
部
を
攻
撃
し
た
。
78
年
に
は
ベ
ト
ナ

ム
在
住
の
華
人
住
民
が
迫
害
さ
れ
て
い
る
と

い
う
理
由
で
援
助
を
全
面
停
止
し
、
ベ
ト
ナ

ム
に
派
遣
し
て
い
た
中
国
人
技
術
者
を
撤
退

さ
せ
た
。
ベ
ト
ナ
ム
は
78
年
に
中
国
を
「
主

敵
」
と
認
定
し
、
同
年
末
に
カ
ン
ボ
ジ
ア
領

に
進
攻
。
ポ
ル
・
ポ
ト
政
権
を
倒
し
て
親
ベ

ト
ナ
ム
的
な
政
権
（
ヘ
ン
・
サ
ム
リ
ン
政
権
）

を
樹
立
し
た
。

ハ
ノ
イ
指
導
部
は
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
進
攻
の

理
由
を
、
ポ
ル
・
ポ
ト
政
権
に
抵
抗
す
る
カ

ン
ボ
ジ
ア
人
民
の
要
請
と
、
ベ
ト
ナ
ム
の
自

衛
の
た
め
と
説
明
し
た
。
し
か
し
、
本
当
の

理
由
は
よ
り
短
期
的
、
直
接
的
な
ベ
ト
ナ
ム

の
国
益
だ
っ
た
。
中
国
と
カ
ン
ボ
ジ
ア
と
い

う
二
方
面
の
脅
威
に
直
面
し
た
ベ
ト
ナ
ム
は
、

こ
の
事
態
を
早
急
に
解
消
す
べ
く
、
小
さ
い

ほ
う
の
脅
威
で
あ
る
カ
ン
ボ
ジ
ア
を
排
除
し

た
の
で
あ
る
。

カ
ン
ボ
ジ
ア
と
国
境
を
接
す
る
ベ
ト
ナ
ム

南
部
は
、
メ
コ
ン
デ
ル
タ
を
擁
す
る
東
南
ア

ジ
ア
有
数
の
穀
倉
地
帯
で
あ
る
。
経
済
的
に

重
要
で
、
し
か
も
統
一
直
後
で
政
情
不
安
定

な
南
部
を
防
衛
す
る
た
め
、
ハ
ノ
イ
指
導
部

は
中
国
の
影
響
下
に
あ
る
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
ポ

ル
・
ポ
ト
政
権
を
倒
し
た
の
だ
っ
た
。

ハ
ノ
イ
指
導
部
の
誤
算
は
、
国
際
社
会
が

ベ
ト
ナ
ム
の
行
動
を
理
解
す
る
と
思
っ
た
こ

と
だ
ろ
う
。
ポ
ル
・
ポ
ト
政
権
下
で
１
０
０

万
人
以
上
と
言
わ
れ
る
人
々
が
殺
さ
れ
た
こ

と
は
世
界
的
に
知
ら
れ
て
い
る
が
、
い
く
ら

残
虐
な
政
権
で
も
、
外
国
が
武
力
で
介
入
す

る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。

し
か
し
、
革
命
の
リ
ー
ダ
ー
を
自
認
す
る

ハ
ノ
イ
指
導
部
は
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
自
国
と

同
じ
革
命
体
制
を
つ
く
り
、
革
命
の
成
果
を

守
る
の
は
国
際
的
義
務
で
あ
る
と
し
て
、
ベ

ト
ナ
ム
軍
を
10
年
間
も
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
駐
留

さ
せ
た
。
国
際
社
会
の
ル
ー
ル
よ
り
も
革
命

的
な
道
義
を
優
先
し
、
世
界
も
そ
れ
を
理
解

す
る
と
考
え
た
の
で
あ
る
。

北
京
指
導
部
は
、
中
国
の
革
命
路
線
に
従

わ
ず
、
親
中
国
の
ポ
ル
・
ポ
ト
政
権
を
倒
し

た
ベ
ト
ナ
ム
に
「
懲
罰
」
攻
撃
を
か
け
た
。

ハ
ノ
イ
指
導
部
は
総
動
員
令
を
発
し
、
ベ
ト

ナ
ム
は
再
び
戦
時
体
制
に
回
帰
す
る
こ
と
に

遠近 No.14
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な
っ
た
。
中
国
と
の
戦
争
で
、
ベ
ト
ナ
ム
在

住
の
華
人
住
民
お
よ
そ
20
万
人
が
大
挙
し
て

中
国
に
逃
れ
、
ベ
ト
ナ
ム
は
華
人
系
の
資
本

と
人
材
を
失
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
、
日
本
を
は

じ
め
と
す
る
諸
外
国
は
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
問
題

と
後
述
の
ボ
ー
ト
ピ
ー
プ
ル
問
題
を
理
由
に

ベ
ト
ナ
ム
へ
の
援
助
を
停
止
し
た
。

国
家
計
画
経
済
体
制
の
破
綻
と

難
民
の
発
生

内
政
面
で
は
、
北
ベ
ト
ナ
ム
の
国
家
計
画

経
済
体
制
を
南
部
に
押
し
つ
け
た
こ
と
が
破

綻
を
招
い
た
。
南
部
で
は
、
反
革
命
勢
力
の

鎮
圧
、
資
本
家
・
地
主
の
資
産
没
収
、
商
工

業
の
国
営
化
、
農
民
の
合
作
社
へ
の
統
合
な

ど
、
社
会
主
義
改
造
政
策
が
強
行
さ
れ
た
。

旧
南
ベ
ト
ナ
ム
政
権
の
関
係
者
や
「
反
革
命
」

と
見
な
さ
れ
た
人
々
は
超
法
規
的
に
弾
圧
さ

れ
、
改
造
キ
ャ
ン
プ
と
呼
ば
れ
る
収
容
所
に

長
期
間
拘
束
さ
れ
た
。

市
民
的
権
利
や
生
活
手
段
を
奪
わ
れ
た

人
々
は
、
船
で
非
合
法
的
に
国
外
へ
脱
出
し

た
。
そ
の
総
数
は
、
最
終
的
に
１
５
０
万
人

に
上
る
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
ベ
ト
ナ
ム
当

局
は
、
脱
出
希
望
者
か
ら
組
織
的
に
金
品
を

押
収
し
て
脱
出
を
黙
認
し
た
。
ボ
ー
ト
ピ
ー

プ
ル
の
流
出
で
、
ベ
ト
ナ
ム
は
経
済
復
興
に

有
用
な
資
本
と
経
営
知
識
を
持
っ
た
人
材
を

喪
失
し
、
国
際
社
会
か
ら
は
非
難
を
浴
び
た
。

旧
北
ベ
ト
ナ
ム
で
は
、
国
営
企
業
は
赤
字

を
出
し
て
も
国
家
予
算
で
補
填
さ
れ
、
国
家

予
算
は
社
会
主
義
国
か
ら
の
援
助
で
支
え
ら

れ
て
い
た
。
国
家
は
援
助
物
資
を
配
給
し
、

平
等
な
賃
金
制
度
を
設
け
て
国
民
を
戦
争
に

動
員
し
た
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
戦
後
の
南
部

に
も
機
械
的
に
適
用
さ
れ
た
が
、
採
算
を
度

外
視
し
た
経
営
は
国
家
予
算
の
破
綻
を
招

き
、
画
一
的
な
賃
金
制
度
は
労
働
者
の
勤
労

意
欲
を
低
下
さ
せ
た
。

ハ
ノ
イ
指
導
部
は
、
社
会
主
義
陣
営
の
前

衛
と
し
て
ア
メ
リ
カ
帝
国
主
義
と
戦
う
ベ
ト

ナ
ム
を
世
界
人
民
が
支
援
す
る
の
は
当
然
と

考
え
て
い
た
。
こ
の
考
え
方
を
戦
後
も
ひ
き

ず
り
、
外
国
援
助
に
依
存
し
た
国
家
計
画
経

済
体
制
を
10
年
間
も
継
続
し
た
こ
と
も
大
き

な
誤
算
だ
っ
た
。
そ
の
結
果
、
70
年
代
末
〜

80
年
代
初
め
に
は
、
「
北
爆
時
代
の
ほ
う
が

ま
し
だ
っ
た
」
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
の
経
済
困

難
に
陥
っ
た
。
こ
の
時
代
の
苦
し
い
経
験
は
、

現
在
で
も
ベ
ト
ナ
ム
人
の
思
考
や
行
動
様
式

に
影
響
を
与
え
て
い
る
。

ハ
ノ
イ
指
導
部
は
、
武
力
で
南
部
の
併
合

ドイモイ路線後、かつて南ベトナム側だった都市はいち
早く活気を取り戻した。ダナン郊外の市場。1992年

写真提供：柴永文夫
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を
急
ぎ
、
南
部
の
社
会
主
義
改
造
を
強
制
的

に
お
し
進
め
よ
う
と
し
て
、
国
家
を
国
際
的

な
孤
立
と
経
済
破
綻
に
追
い
や
っ
た
。
ベ
ト

ナ
ム
の
統
一
は
、
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
と
手
段
を

誤
っ
て
い
た
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

ド
イ
モ
イ
路
線
の
成
果
と
限
界

86
年
12
月
に
公
表
さ
れ
た
ド
イ
モ
イ
路
線

は
、
右
記
の
よ
う
な
困
難
か
ら
の
脱
却
を
求

め
る
民
生
レ
ベ
ル
の
切
実
な
要
求
か
ら
生
ま

れ
た
も
の
だ
っ
た
。
ド
イ
モ
イ
は
、
民
主
化

と
公
開
化
、
対
外
開
放
、
市
場
経
済
の
導
入

を
骨
子
と
し
て
い
た
。
経
済
発
展
に
必
要
な

平
和
的
な
国
際
環
境
を
確
保
す
る
た
め
、
ハ

ノ
イ
指
導
部
は
ま
ず
中
国
と
の
関
係
改
善
を

め
ざ
し
、
そ
の
た
め
に
カ
ン
ボ
ジ
ア
問
題
の

対
話
に
よ
る
解
決
を
進
め
た
。
国
民
に
は
大

幅
な
経
済
活
動
の
自
由
を
認
め
、
外
国
投
資

法
を
改
訂
し
て
外
資
の
導
入
に
努
め
た
。

91
年
の
ソ
連
崩
壊
は
、
ベ
ト
ナ
ム
共
産
党

内
部
に
も
激
し
い
論
争
を
ひ
き
起
こ
し
、
ソ

連
・
東
欧
の
民
主
化
を
支
持
し
た
党
幹
部
た

ち
が
失
脚
し
た
。
民
主
化
は
ド
イ
モ
イ
の
骨

子
の
一
つ
だ
っ
た
が
、
共
産
党
は
人
民
の
利

益
代
表
と
い
う
建
前
で
あ
る
た
め
、
ハ
ノ
イ

指
導
部
は
、
党
の
指
導
を
徹
底
さ
せ
る
こ
と

こ
そ
「
社
会
主
義
的
民
主
主
義
」
で
あ
る
と

主
張
し
た
。

ソ
連
ブ
ロ
ッ
ク
の
政
変
は
ベ
ト
ナ
ム
に
は

波
及
せ
ず
、
一
党
体
制
下
の
市
場
経
済
路
線

は
一
定
の
成
果
を
見
せ
た
。
し
か
し
、
ソ
連

崩
壊
後
の
ベ
ト
ナ
ム
共
産
党
は
、
そ
の
指
導

理
念
で
あ
っ
た
「
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主

義
」
に
「
ホ
ー
・
チ
・
ミ
ン
思
想
」
を
追
加

し
て
社
会
主
義
よ
り
も
民
族
主
義
を
ア
ピ
ー

ル
し
、
社
会
主
義
陣
営
の
一
員
よ
り
も
ア
ジ

ア
・
太
平
洋
共
同
体
の
一
員
で
あ
る
こ
と
を

強
調
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ベ
ト
ナ
ム
の
経

済
は
「
社
会
主
義
志
向
、
、

市
場
経
済
」
と
さ
れ
、

党
幹
部
の
な
か
に
は
、
社
会
主
義
の
実
現
に

は
２
０
０
年
か
か
る
と
言
う
者
さ
え
い
た
。

自
ら
つ
く
っ
た
神
話
の
書
き
直
し

２
０
０
１
年
の
共
産
党
第
９
回
大
会
で

は
、
「
全
民
族
大
団
結
路
線
」
が
打
ち
出
さ

れ
た
。
こ
れ
は
、
す
べ
て
の
エ
ス
ニ
ッ
ク
グ

ル
ー
プ
、
宗
教
、
階
級
、
階
層
、
経
済
セ
ク

タ
ー
を
包
摂
し
、
男
女
、
世
代
、
地
域
の
区

別
な
く
、
党
員
と
非
党
員
、
現
役
と
退
職
者
、

国
内
・
国
外
在
住
者
の
区
別
な
く
、
「
ベ
ト

ナ
ム
民
族
大
家
族
」
の
団
結
を
は
か
る
と
い

う
路
線
だ
っ
た
。
今
年
開
か
れ
た
第
10
回
党

大
会
で
は
、
共
産
党
は
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
階
級

の
前
衛
で
あ
る
と
同
時
に
全
ベ
ト
ナ
ム
民
族

の
前
衛
で
も
あ
り
、
全
民
族
の
利
益
に
奉
仕

す
る
も
の
と
認
定
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
の
背
景
に
は
、
ド
イ
モ
イ
以
後
の

対
外
開
放
と
市
場
経
済
で
国
民
の
階
層
分
化

が
進
み
、
そ
の
利
益
や
価
値
観
が
多
様
化
し

た
現
実
が
あ
る
。
一
党
体
制
を
維
持
す
る
た

め
に
は
、
ハ
ノ
イ
指
導
部
は
国
民
の
多
様
性

を
認
め
、
そ
の
要
求
に
応
え
て
い
か
ね
ば
な

ら
な
い
。

ア
メ
リ
カ
と
国
交
を
回
復
し
、
か
つ
て
は

「
ア
メ
リ
カ
傘
下
の
軍
事
同
盟
」
と
非
難
し

て
い
た
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合
（
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｎ
）
に
加
盟
し
、
「
資
本
主
義
的
グ
ロ
ー
バ

ル
化
の
道
具
」
と
み
な
し
て
い
た
世
界
貿
易

機
関
（
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）
に
さ
え
加
盟
す
る
と
い
う

転
換
は
、
社
会
主
義
革
命
の
リ
ー
ダ
ー
と
い

う
自
ら
つ
く
り
上
げ
た
神
話
を
書
き
直
す
作

業
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
先
行
す
る
現
実
に
合

わ
せ
て
、
神
話
を
少
し
ず
つ
修
正
す
る
作
業

は
ま
だ
続
い
て
い
る
。
修
正
の
結
果
、
ど
の

よ
う
な
ベ
ト
ナ
ム
が
出
来
上
が
ろ
う
と
も
、

日
本
人
は
虚
構
の
ス
ト
ー
リ
ー
で
は
な
く
、

あ
り
の
ま
ま
の
ベ
ト
ナ
ム
を
受
け
入
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。a
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